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1．はじめに
　台湾の李登輝総統が1999年7月、ドイツの放送局の
取材を受けて、中華民国と中華人民共和国の関係は
《特殊な》国と国との関係であると述べた。当然のこ
とながら、「ひとつの中国」の原則で台湾の平和統一
を目指す中国は、この「二国論」に猛烈に反発し撤回
を迫っている。民意による中台双方の平和共存を望む
のはもちろんであるが、国際的にも台湾国内でも差別
され無視されてきた、先住少数民族のことも忘れては
ならないと思うのである。
　前稿［木佐木，1999ユで筆者は、台湾すなわち中華
民国政府が実効支配する地域の歴史と現実から、いわ
ゆる「台湾人」というアイデンティティの問題を考察
してきた。その台湾人の主体は、現在2000万人強の人
口の約98％を占める漢民族であることは否めない。も
ちろん漢民族といっても、その内部には本省人と外省
人の対立などがあり決して一枚岩ではない。外省人と
は、第2次世界大戦後山東・漸江・江蘇省などから、
国共内線を逃れたり国民党政権側について移住してき
た主に北京語を話す人々であり、本省人とは、それ以
前に福建や広東省から移住し土着化した問南語や客家
語を話す人々である。しかし、ここで重要なことは、
その漢民族の大半がここ4世紀の間に、中国大陸から
台湾島に移住して来た人々の子孫であって、それ以前
から当地には先住の人々がおり、少数者になったとは
いえ彼らは現在でもそこに居住しているという事実で
ある。この先住の少数者は、各地に点在するさまざま
に異なる人々であるが、「台湾人」という認識がある
かどうかは別として、先住台湾人（Native　Taiwanese）
と総称することも可能であろう。伊藤によれば、アジ
アに進出していたポルトガルにより1544年に台湾は発
見されたという［伊藤，1993：1－2］。それ以前から
中国には、倭冠や海賊の巣窟として台湾は知られてい
たようであるが、西欧に発見された頃の台湾には、わ
ずかな漢民族系の移住民のほかに、多くのマラヨ・ポ
リネシア語族系あるいはオーストロネシア語族系と呼
ばれる人々が居住していたのは間違いない。本稿でい
う台湾先住少数民族とは、まさしくこれらの人々のこ
とである。
　しかし、マラヨ・ポリネシア系の人々も、中国大陸
南部や南方の島々からの移住者であり、台湾に元々住
んでいた人々とはいえない。あくまでも漢民族より先
に、台湾に居住していた人々ということである。実際
考古学的には、彼ら以前に「長浜文化」を営んだ旧石
器時代の人々がいたことが証明されている［王，
1995：12］という。厳格な意味での台湾の先住民
（aborigines）は、この旧石器時代人ということにな
ろうが、その末商はすでに滅びて久しいと考えられる。
そこで、異なる時期に南方の異なる地域から幾波にも
わたり小規模で台湾に来住し、現在もその子孫が山
間・僻地に居住しているマラヨ・ポリネシア系の人々
を、本稿では台湾先住民と位置づけたい。台湾に漢族
より先に移住し定着した複数の民族からなる彼らを、
土着の少数民族（indigenous　ethnic　minorities）と総
称し、彼らが歴史的に置かれてきた状況を踏まえなが
ら、個別にではなく全体的に台湾の先住少数民族に向
き合うことを、本稿では目的とする。いわゆる少数民
国際教養学科
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族問題や、固有文化を失いつつある人々のアイデンテ
ィティを考える上での示唆が得られれば幸いである。
そこでまず、前稿と重なる部分も多いが、オランダの
支配から現在に至るまでの歴史を、非漢民族である先
住民になるたけ焦点を当て描いてみたい。
E．台湾住民の歩んできた歴史
　　そもそもこの島が「台湾」と呼ばれ定着するのは、
　伊藤によれば中国・明王朝の万暦年間（ヱ573　一一　1620）
　であるという［前掲書：7］。17世紀になりオランダ
　が台湾の支配を始めるが、明は台湾を重視しておらず
　その支配を認めた。オランダは、先住民の土地と移住
　漢民族の労働力を利用し、また先住民と移住民の対立
　を利用し、分割統治しながら植民地経営を行った。オ
　ランダの支配は38年で終わることになるが、その頃の
台湾の人口は、伊藤によれば移住民約2万人で先住民
約8万人の計10万人程度と推定される［前掲書：29］
　という。17世紀半ば大陸では漢族の明王朝から満族の
清王朝に替わるが、「反清復明」を掲げた鄭成功は、
台湾からオランダを駆逐しそこを「東都」と改名して、
大陸反抗をうかがっていた。しかし、彼の死後内紛な
どもあり、23年間の台湾の鄭氏政権は清王朝により滅
ぼされることになる。伊藤によると、この間漢民族の
台湾移住が進み自然増もあり、移住民人口が12万から
15万人になって移住民社会が発展したという［前掲
香：34］。注目すべきは、この時点で先住民が人口で
移住民に逆転されたということである。
　清は、1684年に台湾を正式に領有し、そこを福建省
台湾府とした。明と同様に清も、台湾の価値をそれほ
ど認めておらず、その統治末期まで消極的な経営政策
で臨んだ。治安維持のためもあり、移民を厳しく制限
し・先住民と移住民とを隔離（封山令）し相互の交流
を断とうとした。にもかかわらず、主に経済的理由に
よる移民の密航や、単身の漢族移民男性と先住民女性
との通婚などを防ぐことはできなかった。また、主に
移住民による清国統治に対する政治的あるいは経済的
反乱も度々起こった。一方先住民は、満族支配者から
だけでなく、漢族移住民の侵犯や搾取にも苦しめられ、
孤立した小規模な反乱を繰り返していた。そして1874
年、先住民による琉球の宮古島民の殺害事件（牡丹社
事件）を契機に、日本は台湾へ出兵し、琉球の日本帰
属を清1認めさせ賠償金を得た。その後清は、渡航制
限や封山令を撤廃し開発の促進をはかるなど、積極的
　な台湾経営に転じた。漢族移住民が増え平地先住民と
の通婚も進み、ますます人ロが増加するとともに移住
漢民族の人口比率は高くなっていった。移住民と先住’
民の通婚の場合、伊藤も指摘する［前掲書：49］よう
に、その間に生まれた子どもは漢族系の移住民となる。
これは、父系親族構造をもつ漢族移住民を父とするわ
けで、母が非漢族先住民であっても、その子どもは父
を通して移住漢民族となるからであろう。このように
して、先住民人口の増加は抑えられ、一部先住民の漢
（民族）化が促進される一方で、移住漢民族は増える
だけでなく、台湾に生存圏を拡大し土着・台湾化して
いった。
　清は、先住民をいわゆる「蛮（蕃）人」と見なし、
その中で平地に居住し教化に服する者を「熟蕃」や
「化蕃」または「平埴蕃」と呼び、主に山地に居住し
教化の及ばない者を「生蕃」あるいは「山蕃」と呼び
さげすんだ。ここで教化とは、とりもなおさず漢民族
への同化すなわち漢化のことである。伊藤によれば満
族でありながら清は、平地先住民を中心に教育により
漢民族の価値観を植え付けたり、漢民族の苗字をなか
ば強制的に賜姓したりして、先住民の漢（民族）化に
努めたというのである［前掲書：49　一　50］が、これは
非常に興味深いことである。このような政策に加え、
移住漢民族との通婚も受け入れた平地先住民は、しだ
いに固有の言語や文化を失い漢民族に融合・同化して
いった。それと異なり、山間・僻地に居住し、漢民族
への同化を拒み独自の文化を保ち続けてきた先住民が
いた。彼らを、平地先住民に対し便宜的に山地先住民
と総称しておこう。ところで、漢族移住民の内部にも、
その父祖の地や移住時期が異なる人々の間で反目が現
れてきた。福建省南部から先に移住してきた聞南人
と、広東省東部から遅れて移住してきた客家人との間
に、また問南系の中でも泉州人と潭州人の間に対立が
あり、清の分割支配には好都合であった。
　ユ9世紀の半ばを過ぎると、列強諸国が清国の弱体化
をにらみ圧力をかけてきた。帝国主義時代の台湾の
（半）植民地化が進み、ついに日清戦争を経て、1895
年日本に台湾が割譲された。台湾に土着化した漢族移
住民の抵抗は大きかったものの、総督府による台湾統
治が始まることになる。伊藤によれば、その当時の台
湾の入口は、先住民45万人で移住民255万人の合計約
300万人と推定されるという［前掲書：74］。この過程
で、土着化した漢族移住民や漢族化した平地先住民の
中に「台湾人」ζしての一体感が芽生えたかもしれな
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い。彼らが、いわゆる本省人の母体ということになろ
う。
　日本統治時代には、台湾人にも日本国籍が与えられ
たが、彼らは日本人ではなく台湾人として差別されて
いた。そこで、台湾人による武力抵抗が当初から激し
く、総督府はその台湾人ゲリラを「土匪」または「匪
徒」と呼び、鎮圧に乗り出した。加えて、以前から服
属してこなかった山地先住民も、抵抗したために弾圧
された。つまり、彼らを蕃人として扱い、「理蕃事業」
または「理蕃政策」と称し制圧したのである。もちろ
ん総督府は、警察を中心とした治安維持だけでなく、
住民の厚生福利や産業の振興などもはかり、植民地と
しての台湾を支配した。そして、1923年昭和天皇が摂
政宮裕仁親王として台湾を訪れた際に、平地先住民は
ほぼ漢族化しており「平哺族」とも呼ばれていたので、
漢族化していない山地先住民の名称も「高砂族」に改
めたのである。
　伊藤によれば、1905年台湾史上最初の本格的な人口
調査が行われた。総人口が約304万人であり、その内
訳は、台湾本島人が約298万人で98％（闘南系：約249
万人で82％、客家系：約40万人で13％、平地先住民：
約5万人で1．65％、山地先住民：約4万人で1．35％）
であり、日本人が約5．5万人で2％弱、申国人を含む
外国人が約0．5万人であったという［前掲書：90］。日
本領有当初の推計に比べ、非漢族先住民の減少と漢族
移住民の増加は注目すべきである。平地先住民の、混
血や教育などによる漢族化が進んだことが、その大き
な要因であろう。また、平地先住民と山地先住民が明
確に区分されているのも興味深い。ただし、漢族化し
た平地先住民と土着・台湾化した閾南系や客家系の漢
族移住民の区別は困難であろう。
　弾圧により武力抵抗が減少する中で、総督も武官か
ら文官にかわり、台湾統治の基本が、日本の法制度を
延用する同化政策になっていった。しかし、日本への
留学が増えたり辛亥革命やロシア革命の影響を受け
て、漢族を中心に民族の自決や、日本への同化ではな
く日本人と対等な待遇を求める運動が起こった。この
ような政治運動は弾圧されるが、大陸中国人とは切り
離され日本人には差別されて、「台湾人」という意識
が強められたとも考えられる。また日本化政策により、
教育制度も徐々に一元化されるようになるが、初等教
育など日本人の「小学校」に対し、台湾人には「公学
校」であり、先住高砂族には「蕃童教育所」というよ
うに、差別があったのも事実である。特に高砂族につ
いては、教育の期間や内容も異なっており、日本人だ
けでなく台湾人からも蔑視されていた。教育の充実は、
日本化につながる一方で、台湾人の市民意識を目覚め
させ植民地支配への抵抗を助長することにもなった。
　このような中で、「理蕃政策」により帰順していた
はずの入々が、日本の圧政に蜂起する事件が起こった。
漢族の抗日運動が収まりつつあった1930年10月27日
に、台湾中部山岳地域の霧社に住む高砂族のひとつで
あるタイヤル族の一部が、警察官駐在所を襲撃し武器
を奪い、その後霧社公学校で行われていた小学校・公
学校・蕃童教育所の連合運動会を襲った。この霧社事
件で、モーナ・ルダオに率いられた300人程のタイヤ
ル青壮年が、日本人134人を殺害し215人に負傷ざせ、
和服を着て日本人と間違えられた漢族台湾人2人も殺
害したのである。これに対し、日本側は警察や軍隊な
ど4000人程を動員し、50余日をかけ徹底的に鎮圧をは
かった。鎮圧による蜂起側の死者は644人にのぼるが、
驚くべきことに、この内296人が首吊りなどの自殺だ
という。日本への投降より死を選んだのである。また
死者の内、首狩りされた者が87人もいる。これは主に、
蜂起した集落と以前から敵対関係にある、集落の「味
方蕃」（同じタイヤル族であるが日本側がそう呼んだ）
の仕業であるらしい。日本側は、タイヤル族の対立を
利用して、「味方蕃」を手先に使い褒賞金を与えた。
このような「夷を以て夷を制す」という先住民族討伐
の常套手段が、翌年4月25日の第二霧社事件にもつな
がるのである。蜂起側の投降者や生存者561人は、「保
護蕃」として収容所に隔離されていたが、「味方蕃」
に襲われ216人が殺されたという。11集落中蜂起した
6集落の人口は約1400人であったが、その内で850人
程が亡くなったことになる。（［伊藤，1993：121－124］
［小林，1995：269－271］［春山・戴，1986：213］を
参照）
　霧社事件は、台湾人と先住民の教化策である理蕃政
策を、総督府に再検討させることになった。中国大陸
では、1931年9月には満州事変が、1937年7月には簾
溝橋事件が起こり、日中戦争へと発展していった。日
本は戦時体制下に入り、台湾住民の「皇民化」、台湾
産業の「工業化」、それに台湾を東南アジア進出の基
地とする「南進基地化」が進められた。総督がまた武
官総督になり、台湾人に日本名の使用を促す「改姓名
運動」も始まって、台湾の日本への同化政策はますま
す強化されていったのである。戦局の悪化により台湾
でも食糧の統制と配給が始まり、高砂族を含め台湾人
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　も軍属や軍夫として徴用され、また志願兵が募られじ
　きに徴兵制も敷かれた。その中に、1．800余名からな
　る高砂族のみで編成された「高砂義勇隊」があり、東
南アジア戦線で日本国のために勇敢に戦ったという。
1973年の厚生省援護局の資料によれば、戦争に駆り出
　された台湾の軍人は80，433名、軍属と軍夫は126，750名
であり、合計すると207，ユ83名にのぼる。その内、戦
死および病死者は30，304名となっている。これは約7
人に1人の高率であり、終戦時の台湾人口約600万人
の内、約200人にユ人が戦争の犠牲になったことにな
る。問題なのは、同化政策の下日本人同様「天皇陛下
の赤子」として戦ったにもかかわらず、彼らは終戦後
日本の国籍を失い戦後補償が受けられず、最近になっ
てようやく戦病死者と重傷者を対象に、一人当たり
200万円の弔慰金が日本政府から支払われたことであ
る。この差別的な対応は、日本の同化政策が単なる台
湾の植民地統治の手段であったことを物語っている
し、未だ謝罪や補償など残されている課題も多い。
　ここで注目すべきことがある。高砂族を対象とした
「蕃童教育所」では、主に日本人警察官が日本の行儀
作法や日本語を教えた。また、日本の男性警察官と高
砂族女性との婚姻も奨励したというのである。これは、
頑強に抵抗する高砂族を懐柔して、総督府に帰順させ
日本化させるためであろう。その結果、高砂族に対す
る日本語教育の普及率は、漢族系台湾人よりも高く、
今日でも高砂族の異なる民族間の共通語になっている
ほどである。霧社事件なども起こったが、高砂義勇隊
などが組織されたのは、このような理由や皇民化教育
のためであろう。さらに伊藤によると、植民地統治下
の台湾では日本人の官吏や警察官などと比べ、概して
教師は使命感が強く人格的にも優れ人々の敬愛と信頼
を集めていた。今日の台湾人年配者に多く見られる親
日感情は、これら日本人教師の存在に負うところ大で
あるという［前掲書：117－1183。しかし、高砂族の
日本人に対する思いは複雑なものがあり、日本語を受
け入れたり圏本のために戦ったのも、漢民族に対する
対抗意識あるいは被差別意識の存在が大きいと思われ
る。また、台湾本省人の日本に対する好意的評価は、
日本入教員の質のためもあろうが、その後の外省人の
国民党政権から受けた弾圧の結果による、相対的なも
のであろう。たとえ日本統治下の台湾で、教育が充実
し産業の発展が成り近代化が進んだとしても、そこに
生きる人々の支配や植民地としての経営は許されるべ
くもない。
　日本の敗戦によって、高砂族を含む台湾人の運命は
大きく変わることになる。台湾が中国に返還されるこ．
とを意味し、少なくとも漢民族に関しては、昨日の敵
が明日の祖国となったのである。ただし、成功はしな
かったが、台湾人の中には独立を目指す者もいた。ま
して高砂族にとっては、解放どころか支配者が交替し
たにすぎない。大陸では、国民党と共産党の内線が起
こり、南京の蒋介石率いる国民党政権は、台湾を中国
の「台湾省」とし、1945年10月25日そこを正式に中華
民国の領土とした。この「光復」によって、その意思
にかかわらず台湾人の国籍は皆中華民国になったので
ある。以前より台湾に居住する本省人は、新たに大陸
から渡って来た外省人に対して、同じ漢民族というこ
ともあり、当初期待していたに違いない。伊藤によれ
ば、国民党関係者など外省人の腐敗や横暴は目に余る
ものがあり、彼らを初め親しみを込め「唐山（中国）
人」と呼んでいた本省人は、やがて蔑意を込め「阿山
人」と呼ぷようになった。また、日本人はうるさくて
も吠えて番犬として役立つが、中国人は貧欲で汚いと
いう意味を込め、「犬（日本人）去りて豚（中国人）
来る」と嘆くようになったという［前掲香：148］。本
省人でさえも、自らを中国人ではなく台湾人と識別し
ており、高砂族にいたっては外省人や中華民国政府は
新たな敵にすぎない。
　ここで高砂族という呼称であるが、中華民国政府は
この呼称が日本占領時代の遺産であるとして破棄し、
「高山族」あるいは「高山（山地）同胞」略して「山
胞」と呼びかえた。さらに、彼らはすべて山地に居住
しているわけではないので、その中で平地に居住する
ものを「平地山胞」、山地に居住する者を「山地山胞」
と分類した。ただしこのf平地山胞」とは、先の「平
哺族」すなわち漢族化した平地先住民のことではない
ので、注意しなければならない。
　そして1947年には、国民党政権による密輸タバコ売
りの取り締まりに端を発する二・二八事件が起こっ
た。これは、多数者本省人の少数者外省人への不満が
爆発したものであるが、徹底的に政権側から弾圧され
ることになる。事件関係者のみならず知識人なども虐
殺粛正され、その数は当時の台湾総人口の約0．5％に当
たる3万人弱といわれる。その後に続く本省人と外省
人の対立すなわちf省籍矛盾」の原点は、伊藤も指摘
するように［前掲書：ユ60］、この事件に求められよう。
つまりこの対立は、単なる移住の時期や原籍地あるい
は言語などの違いからではなく、この事件や国民党政
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台湾原住民各種族の分布
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権による戒厳令や白色テロなどの下での、台湾本省人
に対する支配者としての外省人の差別や弾圧に由来す
るのである。
　1949年10月1日共産党が中華人民共和国の建国を宣
言し、敗北した国民政府は1949年12月9日臨時首都を
台北と定め正式に台湾に移転した。反共対策による米
国の保護の下、国民党政権は台湾に生き延びることに
なり、中華民国こそ「唯一の中国の正統政府」との建
前で、国民党による台湾の一党独裁体制あるいは「蒋
家王朝」が最近まで続いたといえる。また一時解除さ
れていた戒厳令が、1949年に復活し1987年まで続くこ
とになるが、民主化や独立の主張は徹底的に弾圧され
た。そして大陸反攻や中国統・・一・・のスローガンとは別に、
政治的実体としての台湾は専守防衛を目指し、いわゆ
る「開発独裁」の下、政治的な安定と経済の再建・発
展を求めることになる。そして国民党の強権政治は、
反体制の抵抗運動を招いた。政府は、特務機関すなわ
ち秘密警察を利用し、本省人のみならず外省人や在外
台湾人を含め、反体制運動を容赦なく弾圧した。伊藤
の著述［前掲書：18ユーユ86］を見ると、1950年代から
1980年代にかけての抵抗と弾圧の歴史がわかる。また
経済発展に関しては、さまざまな問題をはらみながら
も目を見張るものがあるが、山間・僻地に居住する高
山族はその蚊帳の外に置かれてきた。その中で人口も
増加し、驚介石が死亡した1975年頃には1，600万人を
超えた。
　中国をめぐる世界情勢により、台湾は世界の孤児の
ようになっていった。1980年代後半になると、台湾内
外の民主化運動やそれを求める米国の圧力もあり、台
湾の民主化は急テンポで進むことになる。1986年には、
本省人を中心とした野党・民主進歩党の結党が容認さ
れ、翌1987年には戒厳令も解除された。1988年には、
鷲介石の跡を継いだ鳶経国総統が急死すると、国民党
員ではあるが本省人である李登輝が、副総統から総統
に昇格し国家元首となった。人口の約86％を占める本
省人勢力の台頭があり、李総統は徐々にその基盤を確
固たるものにして、外省人も排斥することなく民主化
改革を成し遂げつつある。1992年には台湾史上初の立
法院（国会に相当）委員の総選挙があり、民進党の躍
準があったとはいえ、外来の国民党政権に台湾統治の
正当性が初めて与えられたことになる。台湾は民主化
を進めながら、大陸との統一も大陸からの独立もしな
いという「不統不独」の現状を維持し、大陸中国とも
交流をはかりつつ、多数の本省人が少数の外省人と共
に独自の「台湾化」を目指しているのであろう。しか
しこの流れの中でも、弱小高山族はほとんど無視され
ていると思われてならない。次に、台湾の先住少数民゜
族の概況を述べる。
皿．台湾先住少数民族の概況
　まず重要なことは、先住少数民族はそれぞれ固有の
民族名をもった複数の集団よりなり、決してまとまっ
てはいないのである。現在、台湾では「高山族」と一
般に総称されており、中華人民共和国でも同様に少数
民族のひとつとして数えられている。彼らは、いつど
こからどのように台湾に渡来し、またどうして現在の
居住地に定着したのか。そもそもどのような人々なの
であろうか。
　彼らは、先述したようにオーストロネシア語族すな
わち南島語族に含まれるが、その範囲は西はマダガス
カル島、東はイースター島、北は台湾やハワイ、南は
ニュージー一ランドにまで及ぶ。その故地は中国南部と
考えられ、インドシナやマレー半島を南下し各地に広
がったと思われる。その中には、ヘスペロネシア語派
とメラネシア語派およびポリネシア語派がある。崎山
によると、メラネシア語派とはフィジー語やソロモン
諸島語などと、ミクロネシアのヤップ語やマーシャル
諸島語などが含まれる。ポリネシア語派には、ハワイ
語とイースター島のラバヌイ語とニュージーランドの
マオリ語を三角形の頂点として、その中のサモア語や
トンガ語などが含まれる。一方ヘスペロネシア語派と
は、広義のインドネシア語派ともいわれ、マレー語や
インドネシアおよびフィリピンの諸語、それに台湾の
高山族諸語が含まれるという［崎山，1987：120およ
び683］。実際には消えつつある先住民族の言語に関し
ては、土田が簡潔に述べている［土田，1995：38－44］
ので、それを参照していただきたい。
　ここ4世紀の台湾の歴史は、その時々の外来支配者
による抑圧と住民の抵抗のそれであった。もちろん、
住民内部にも差異化や差別化があり、ひとつにまとま
ったことがない。その中で散在する先住民族は、特に
苦難の歴史を歩んできた。呼称ひとつとっても、清の
時代から彼らそれぞれの自称は無視されて「蕃（蛮）
人」と総称され、その中で平地に住み清に都合よく教
化されている先住民は「熟蕃」、主に山地に住み教化
されていない先住民は「生蕃」とされ蔑視された。そ
の前の鄭氏政権時代から移住が進み、清政権下の初期
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には、すでに先住民は移住民より少数者になっていた。
長い清政権下での教育などの政策により、平地先住民
の一部から徐々に漢族化してゆく。そして、漢族との
婚姻も受け入れ漢化が進んだ「熟蕃」は、後に「平哺
族」と呼ばれるようになる。移住も増え総人口が増加
し、日帝時代には先住民は圧倒的少数弱者になってい
た。その中で、独自文化を保持してきた「生蕃」は
「高砂族」と呼びかえられるが、いわゆる「理蕃政策」
の下で差別されてきたのは明らかである。さらに、国
民党政権になって同化政策は進み、「高砂族」は「高
山族」と呼びかえられるが、差別され続けてきたのは
変わらない。最近になって、「高山族」や「山胞」と
他称されてきた人々が、そのような差別用語を廃し、
我々は「原住民」と呼ばれるべきであると主張して受
け入れられた。このことは、台湾先住少数民族の権利
の保障につながる画期的なことである。
　王［前掲書：12－13］によれば、1992年5月中華民
国政府は政治改革のひとつとして憲法の改正に着手し
たが、先住少数民族の地位と政治的権利の保障を明記
しようとした際、「山胞」という名称が論戦の火種に
なったという。つまり、彼らが「山胞」ではなく「原
住民」と主張したのに対し、政府当局はそれを認める
と、多数を占める漢民族が後から来た侵入者になって
しまうということで反対し、「少数民族」「早住民」
「先住民」などと提案した。しかし、「少数」とはマイ
ナー、先住民の「先」は中国語で亡くなったの意味が
あるとの理由で受け入れられず、最終的には政府が譲
歩し、彼らの要求どおり「原住民」とすることに落ち
着いたというのである。法的に「原住民」の存在が認
められその権利が保障されるということは、すぐに差
別はなくならないとしても、台湾の民主化や絶対多数
の漢民族にその存在を再認識させることにつながり意
義深い。
　もちろん実際には、筆者の最近の体験からも、いわ
ゆる「山胞」が「原住民」として統合されているとは
いい難いし、台湾市民という意識も若年世代に芽生え
始めたところである。未だに一般の台湾人からは、野
蛮なあるいは可哀想な「山胞」として無視されたり差
別されている。一方、漢化して固有の言語や文化を失
った平捕族は、一応「原住民」に含められてはいるが、
漢族と区別がつきにくく通婚も行われている。他方
「山胞」すなわち「原住民」は、変容しつつも固有な
文化を維持しており、居住地や学歴の影響もあって就
職などで歴然と差別され、漢族は彼らとの婚姻を好ま
ない。もし通婚が行われても、原住民女性が漢族男性
の所に婚入した場合は、比較的うまくゆくようである
が、漢族女性が原住民男性の所に婚入した場合は、住
まいや仕事それに子どもの帰属の問題もあり、離婚な
ど不幸な結果を招くことが多いように思われる。また
原住民年配者は、漢族以上に日本語を受けいれたこと
もあり、台湾国語としての北京語はもとより問南語や
客家語などの台湾語にも抵抗をもち、彼らの側からも
漢族を敬遠しているところがある。しかし、若年原住
民は固有語や伝統文化を失いつつあり、漢族との融合
や同化が進んでいるのも否めない。
　現在、学校教育で外省人の母語である北京語が国語
として定着してきてはいるが、本省人の家庭ではその
出身地により閨南語や客家語などの台湾語が話されて
いる。民主化が広がりつつある中でも、国民党一党独
裁政権時代の少数支配者と多数被支配者の関係が尾を
引き、外省人と本省人の対立も容易にはなくならない。
それでも都市部から、高等教育を受けた若い外省人二
世・三世や本省人の間には、徐々に溝がなくなり、北
京国語を母国語として共有する新しい「台湾人」も生ま
れつつある。これと矛盾するが、政治的民主化や経済
的発展の影響を受け、大陸中国とは一線を画し、「台
湾化」の下で音楽などの分野から閨南語を申心とする
台湾語の復活や再評価のブームも見られる。ここで、
本省人と外省人の比率が6：1で、本省人内の問南人
と客家人の比率も6：1であり、それぞれの比率はほ
とんど変わっていない。これは、それぞれの居住地が
棲み分けられていたり、それぞれの間の婚姻もあまり
進まず統合がなされなかったことを意味している。
　台湾先住少数民族といっても、その時々により具体
的に指す人々は異なってくる。つまり、漢民族の移住
が始まったのは17世紀であり、当初はそれ以前から台
湾に居住していた南島語族に含まれる人々を指してい
た。これは、主に山地に居住する「生蕃」や「高砂族」
だけでなく、平地に居住する「熟蕃」や「平埴族」と
後に呼ばれる人々もである。しかし、後者は徐々に漢
民族に同化して固有文化を失い、移住漢民族すなわち
台湾本省人と区別がつかなくなる。そうすると、固有
文化を維持してきた狭義の先住民族とは、前者を指す
ことになって、現在では「高山族」や「山胞」という
呼称を経て「原住民」と法的に位置づけられている
人々を指すということになる。
　そこで、広義には先住民族に含まれると考えられる
「平哺族」に関してまず述べてみたい。平哺とは、平
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　地から山脚にかけてのゆるやかな勾配をもった土地の
　ことであるらしい。「熟蕃」の呼称からもわかるよう
　に、漢族と接触・交流し漢族化が進み、言語も聞南語
　など台湾語に同化してしまっている。そのような非漢
　族系の人々を、外来支配者が「平哺族」と勝手に総称
　したのである。松沢によると、平哺族の各固有言語は
高山族同様オーストロネシア語族に属する。漢民族の
移住などにより、1927年には平捕族約5万人で高山族
約14万人、そして漢民族は約391万人であり、原住民
　は少数者であった。台湾本島の西部平原を占拠してい
た平埼族は、経済生活や風俗・習慣においても漢人化
され、固有の文化を失った。したがって、日本の台湾
領有時代に彼らの言語や慣習について調査研究も行わ
れたが、断片的な資料しか得られなかった。しかし、
言語の特徴から一般に10の種族（ケタガラン、ルイラ
ン、クヴァラン、タオカス、パポラ、バブザ、パゼへ、
ホアニャ、シラヤ、サウ）に分かれるという［松沢，
1987；682］。現在の事実としては、これらの言語はほ
とんど死語となり、ごくわずかな人々が古来の言語や
生活習俗の断片を伝えているにすぎない。地名などに
痕跡が留められているが、台湾人でさえその存在を知
らない者が多いようである。それぞれの人口も特定で
きないが、過去の資料や現在残されている伝承を手掛
かりに、各平哺族についても改めて考察する必要はあ
ろう。
　先述したが、最近法的に認められた「原住民」には
一応「平哺族」も含まれている。王［前掲書：13］に
よれば、これも昨今の台湾で起こっている新しい動き
であり、近代化の波にのって人々が自己の属性を意識
しはじめ、社会も人々の異なる属性を認めるようにな
ってきたという。そして、漢民族に呑み込まれいった
ん消え去った彼らが、今になって注目されている理由
を次のように述べている。台湾の漢民族が自らの独自
性を強調するにともない、「平塒族」の存在を避けて
通れないことに気づいた。つまり、台湾の漢民族の文
化がもし大陸の漢民族のものと何か異質なところがあ
るならば、この「平哺族」の基層文化に求めることが
妥当であると考えたからというのである。しかし、
「原住民」の主体は「高山族」であり、彼らは漢民族
と矩離を置いてきた人々である。そもそも「原住民」
の認知が、彼らのためではなく台湾の漢民族のために
なされたとすれば問題であろう。
　「原住民」すなわち先住の少数民族は、漢民族の移
住が始まるずっと以前に、南方から幾波にもわたり台
湾に渡来したと考えられる。実際の渡来時期や渡来手
段、発祥・始祖の地また台湾本島内での移動と定着の
過程など、不明な点が多い。「平哺族」と「高山族」’
双方とも南島語族ではあるが、どちらが先に渡来した
かを含め、その間の関係もわかっていなV㌔外界から
孤立し言語を含め固有文化を比較的維持してきた「高
山族」については、日本占領時代の優れた研究（［笠
原，1997］による文献目録を参照）が残されている。
「高山族」は、通常（1）タイヤル（2）サイシャット（3）
ブヌン（4）ツ＊ウ（5）アミ（6）プユマ（7）ルカイ（8）
パイワン（9）ヤミの9種族とされている。松沢によ
れば、このプロト・マレー系の原住民人口は、合計で
1929年には約14万人、1978年には約28万人である。ほ
とんどが焼畑農耕民であって、アワの栽培が優越し、
ヤミ族を除いて狩猟も活発であり、その昔は首狩りも
行われていた。しかし、衣服や住居など外見上の特徴
だけでなく、社会組織や宗教儀礼にいたるまで種族間
の差異は著しい。また戦前戦後を通して、山脚地帯へ
の移住が進み、伝統的な生活様式は急速に失われ、漢
人社会への同化が進んでいるという［前掲書：447－
448］。多くの人が指摘するように、アミ族とプユマ族
は平地に住んでおり、またヤミ族は蘭嗅島に住む海洋
民族であって、「高山族」という呼称は誤解を招くお
それがある。
　ここで高山族の大半は、なぜ山岳地帯に定住したの
であろうか。何らかの理由で南方から海を渡り、無人
と考えられる台湾に上陸したはずである。その後、海
岸平野部に留まらずどうして山間・僻地に向かったの
であろう。想像するに、後から渡来した平哺族や漢民
族に追い払われた。あるいは彼らが、元来山地に住み
慣れていたということか、平地の方が生活環境が悪く
山地へ向かったということであろうか。判断しかねる
ところであるが、陳が各種族の発祥伝説や創世神話に
関し、興味深いことことを述べている［1986：34」36］。
山地に住む各種族の祖先は、付近の高い山からやって
来たという。東部のある種族は、東方の近海に浮かぶ
緑島や蘭嗅島から来たといい、ヤミ族の創世神話は蘭
填本島を舞台にしているという。このような神話自体
が、いつ頃から語られ始めたものなのかはわからない。
また平哺族はともかく、漢民族に追われたのであれば、
それほど古いことではなく記憶に残っているであろ
う。さらに、一般的には平地の方が暮らし易いと思わ
れるし、実際平塙族はそこに居住していたのである。
外来の支配者が台湾を統治する以前の、高山族と平哺
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族の関係はほとんどわからないし、高山族内の各種族
間や平埴族内の各種族間の関係も不明である。近年以
降のものは、各種族の移動・定着や種族間関係もある
程度わかっているが、この分析は別稿に譲りたい。
　繰り返し1になるが、高山族あるいは高砂族とは、広
義には平哺族も含まれるが、狭義には先に挙げた9つ
の種族を指す。笠原［1995：24－27］によると各民族
は、物質文化から言語や社会組織などにいたるまで大
きく異なり、互いに抗争を繰り返していた。しかし、
日本統治時代に何度も討伐隊が出され、保留地に囲い
込まれてそれまで維持されてきた伝統・慣習を奪わ
れ、同化政策のもと均質化されてきたという。そこで
以下に、狭義の各高山族の伝統的姿の概要を、馬淵
［1974］陳［1986］松沢［1987］村松［1973］末成
［1983ユそれに復刻された憂北帝國大學土俗・人種學
研究室編「憂溝高砂族系統所脛の研究」［1935］など
を利用して、それぞれ簡単にまとめてみたい。
　（1）タイヤル族；“アタヤル”などとも呼ばれ、
北東部山岳地帯の渓流沿いに小密集村を作り、農耕を
主として狩猟も行った。同じ流域の数村が集まり30程
の部族を形成したが、近隣諸民族はもとより同じ民族
内でも異なる部族は村を単位として首狩りの対象にな
った。村や部族の世襲的ではない長は存在したが、民
族としては統合されていなかった。夫婦を中心とした
小家族が最小の社会単位であり、双系的な親族関係の
広がりが社会生活上重要な意味をもった。異性のキョ
ーダイ（イトコを含む）間や義理のキョーダイ問には
さまざまな禁忌があり、それを犯すと不浄になり、賦
財を与えて汚れを清めねばならないという観念が強か
った。首狩りの集団にもなる父系的な祭祀集団があり、
それがまた慣習法に基づく政治集団ともなった。男性
は敵の首を狩った勇者の標章として、女性は結婚適齢
期に達した証しとして、顔面に入れ墨をした。また、
女性は美しい幾何学模様をもつ織物作りに勤しんだ。
個人間の競争が激しく個人主義的傾向をもっていたた
めか、日本の侵略に最後まで抵抗した反面、漢人社会
への同化や近代化も急速に進んだという。
　（2）サイシャット族；高山族中最小の民族であり、
タイヤル族と漢民族に挟まれた山脚の狭小な平坦地に
居住し、早くから両文化の影響を受け固有の生活様式
を失った。しかし、現在も隔年でこの民族が一団とな
り行うパスタアイという小人祭や、パスバケという祖
霊祭には彼らの伝統文化が伺い知れる。（漢）姓をも
つ父系親族集団があり、同姓間の婚姻は禁じられ、祖
霊祭はこの集団ごとに行われる。また、水田稲作を受
容し祭りに餅は欠かせないが、伝統的なアワの優越は
神々に捧げられるアワ酒に見られる。色毛糸で織った
衣服や顔面の入れ墨などの風習は、タイヤル族と同じ
であったと考えられる。
　（3）ブヌン族；中央山岳地帯に小規模の村を作り
散在し、アワを主作物とする焼畑農耕と狩猟を行って
きた。6つの部族に分けられるが、ツォウ族のような
政治組織はもたず首長も存在しなかった。世帯は父系
大家族で構成され、外婚規制をもつ父系親族集団を発
達させたが、それで地縁集団を形成することはなかっ
た。世帯を越えた協同は、氏族と関係なく近隣の数世
帯で行われたが、重要なアワ耕作にまつわる儀礼は、
同一の父系氏族集団が担った。父系原理が強調される
一方で、母方の氏族の祖霊が父方のそれよりも優位と
考えられ、母方親族とも儀礼的に緊密な紐帯で結ばれ
ていた。とくに子どもの健全な成長には、母方親族の
祝福が欠かせないと考えられていた。戦後は他の高山
族同様、平地への移住やキリスト教化が進み、伝統社
会は大きく変容していると思われる。
　（4）ツォウ族；西部山地の阿里山の南北に居住す
る小民族であるが、清朝時代に西の漢民族から伝染病
を移され、著しく人口が減じたといわれる。ブヌン族
同様父系氏族組織が発達し4つの部族に分けられる
が、ブヌン族より政治的にも儀礼的にも集団として統
合されていた。各村には男子集会所があって政治的統
合の中核をなしており、各部族には世襲の首長がおり
政治的・儀礼的指導者であった。ブヌン族と異なり小
家族形態であるが、同村に住む同一氏族を形成する家
族は連合し、経済的単位や祭儀生活の単位となった。
またブヌン族同様、父系氏族集団はアワにまつわる農
耕儀礼集団となり、母方親族の霊的優位も見られた。
さらにブヌン族同様、首狩りや欠歯の習俗もあったと
いう。
　　（5）アミ族；高山族中最大の民族であり、’‘パン
グッァハ”とも呼ばれた。南に接するプユマ族から北
方の人という意味で“アミス”と呼ばれていたことか
ら、“アミ”と通称されるようになったともいわれる。
東部平野に居住して、早くから漢民族と接触し水稲耕
作など漢民族文化を受容しつつ、優れた歌舞や製陶な
ど固有の伝統も多く残してきた。文化的偏差に基づい
て、北部の南勢アミ、中部海側の海岸アミ、中部山側
の秀姑轡アミ、南部の卑南アミ、最南端に飛んだ恒春
アミに区別される。一一一般に、母系制を有し婿入り婚が
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行われていた。集居形態の大集落で集落内婚率が高く、
　とくに中南部では、結婚後も姉妹が生家に留まるため
母系大家族を形成した。最年長の女性が家長となり、
　日常生活の実権を握り祭祀を司った。婿入りした男性
は生涯妻の家の成員とはならず、自らの生家に対して
発言権をもち、死亡すると生家で葬儀が行われ生家の
祖先として祭られた。財産も母系的に相続されて、本
分家関係に基づく母系リネージが構成され、それが外
婚単位をなした。しかし、系譜関係が明確でない母系
氏族は外婚単位にならず、地域によりさまざまな名称
で呼ばれ、一種の血縁集団を指したり村を指したりし
た。また村を統率する男性も、母方オジからオイへの
世襲の場合や皆から選ばれる場合もあった。そして各
村には、男子が寝泊まりできる集会所があって、母系
親族を横断する年齢階梯制の下で男子は年長者に指導
され、それぞれの階梯で学びながら徐々に一人前にな
っていったという。日本統治時代から、年齢階梯制も
変質し、婿入り婚にかわり嫁入り婚が増え母系制の崩
壊が見られるようになった。なお最近、末成はアミ族
の伝統社会の母系説に反論し、議論を呼んでいる。
　　（6）プユマ族；聞パナパナヤン”とか、8つのム
ラ（…蕃社）からなっていることから“八社蕃”とも呼
ばれたが、最も勢力のあった卑南社（プユマ）からこ
の呼称が定着した。台東付近の平野に居住する小民族
であり、周辺諸民族のアミ、ブヌン、ルカイ、パイワ
ンの影響を受け、複雑な様相を呈してきた。早くから
漢民族と接触し、水稲耕作や位牌祭など漢人の影響を
受けてきた。アミ族同様、婿入り婚や母系的傾向をも
ちまた年齢階梯制や男子集会所をもつ一方で、バイワ
ン族のような首長家を中心とした貴族と平民という身
分階層制をもち、パイワン族と一括して扱われたこと
もあった。共同で農耕や狩猟をし、首狩りと祭祀卜笠
を行う儀礼集団が村に複数あるが、この重要な集団へ
の帰属は、父方・母方いつれかの系統から選ぶか神占
によって決められたという。
　（7）ルカイ族；台東西部の山岳地帯に居住し、ア
ワや里イモを主とした焼畑農耕を営む小民族であり、
パイワン族と接触・同化して風俗・慣習もそれに類似
してきた。パイワン族同様小家族で夫方居住が多く、
また首長制をもっており各村には貴族と平民の社会階
層があって、パイワン族の一支族として扱われたこと
もあった。しかし、男女を問わず長子相続のパイワン
族と異なり、首長は長男のみの継承であって、首長家
は争いを避けるためにもパイワン族の首長家と婚姻を
行った。これも大集団への同化を進めることになり、
パイワン語を話すルカイ族は多いが、ルカイ語を知る
バイワン族はきわめてまれである。貴族制度とともに、’
その家系伝承の象徴品や、彼らのみに許される住まい
と木彫などの調度品には目を見張るものがあるとい
う。
　　（8）パイワン族；南東部山岳地帯に居住していた
が、現在は山麓近くの平地に移住したものが多く大き
な集村を形成している。ルカイ族と衣食住の生活はほ
ぼ同じであり、貴族層と平民層という階層制をもち、
村にはその地の草分けの子孫といわれる首長家があっ
た。耕地も宅地も狩猟場もすべて首長家の所有と考え
られ、土地からの産物の一部は必ず首長家に貢ぎ物と
して納めねばならなかった。首長は、村の政治的かつ
宗教的指導者であり、その地位は長子に世襲された。
この長子継承は、平民層の家の継承にも適用された。
男性でも女性でも長子であれば、家の財産などを相続
でき妻または夫を迎えて家を継いだ。非長子同志が結
婚する場合には、新しく分家を創設した。つまり、男
女は平等であるが、長子と非長子の間に大きな差異が
見られた。首長家は、他の首長家や貴族の家と績婚す
るのが一般的であって、昔は首狩りも盛んであり、村
同志の同盟を結ぶ上でもそのような婚姻が必要であっ
た。漢民族の影響も受けながら、とくに首長家の装飾
品や調度品などには芸術的価値が高いものが多いとい
う。若衆宿制度や男女の入れ墨、嫁入りの際花嫁をブ
ランコに乗せる習俗もあったようである。日本統治時
代から、首長の政治的権威は急速に失墜したが、首長
のもつ聖なる力への信仰はなくなってはいない。
　（9）ヤミ族；台湾本島南端の沖合に浮かぶ、蘭喚
（紅頭喚）に居住する半農半漁民である。焼畑でのア
ワやサツマイモもあるが、潅概された水田での水イモ
の方が重要であり、また近海のトビウオを中心とした
漁労活動が盛んである。母方や妻方の親族も排斥され
ることはないが、海岸近くに集居村を作り、父系親族
を中心とした漁労集団や潅瀧共用集団が重要な役割を
果たした。社会階層は未分化で、首長は存在せず長老
の合議によって村の運営はなされた。他の高山族に一
般的な喫煙・飲酒や首狩りの習俗をもたず、死霊アニ
トを極度に恐れるという彼ら固有の信仰を維持してい
た。つまり、さまざまな面で他の高山族とかなり異な
り、言語からも南方フィリピンのバタン諸島と関係が
深いと思われる。
　以上、9つの「高山族」すなわちf原住民」の概要
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を述べてきたが、サイシャット族を除きほとんど統合
された民族ではない。人々が第一義的にアイデンティ
ティを求めるのは、村あるいは複数の村連合からなる
部族といってよかろう。元来非常に異なった伝統的慣
習をもっていた人々であるが、それを失い漢族化など
均質化する流れは止められない。しかし、固有文化の
再認識や復興の動きもあり、台湾人の中の「原住民」
としての道を歩み始めようとしているところである。
また個別民族に関する考察は、その民族史や民族誌を
もとに今後の課題としたい。
】V．おわりに
　青柳によると、少数民族（マイノリティ）問題とは、
ひとつの政治体制内で多かれ少なかれ権力を剥奪さ
れ、差別や偏見をこうむっている集団に関する問題で
ある。世界各地のユダヤ人、ヨーロッパのジプシー、
アメリカの黒人やインディアン、オーストラリアのア
ボリジニー、日本の在日朝鮮・韓国人やアイヌなど枚
挙にいとまがない。通常、多数民族（マジョリティ）
は少数民族を支配するために、彼らの社会統合を阻み
制度的に差別を保とうとする。生活空間を分離または
隔離したり、職業上の差別待遇や選挙権の剥奪などに
及んだり、主張を暴力的に圧殺したりする。また特定
集団を社会から排除したり差別的待遇を与えるため
に、身体的な特徴や文化的な特徴が口実として用いら
れることが多い。第2次大戦以降、アメリカ黒人の差
別撤廃を求める公民権運動など、マイノリティの地位
向上を目指した社会運動が各地に起こり、少数民族の
自己主体性の確立や連帯意識も生まれつつあるという
［青柳，1987：364］。
　台湾先住少数民族も、社会的地位の向上や政治的権
利の獲得は徐々になされつつあるが、現在でも経済的
貧困の問題や根拠のない偏見・差別意識は根強く残っ
ている。同化政策による平地への移住や中国式教育の
徹底あるいは近代化の流れの中で、彼らの自給自足の
生活が崩れ固有言語を失い、若年層を中心に都市への
人口流失が起こって村落は老人ばかりの過疎地と化し
た。都市へ出た者も多くは社会の底辺層に組み込まれ、
彼ら固有の文化は観光化と低俗化に直面している。異
民族の侵入に抗することはできても、貨幣経済の浸透
を防ぐことはできない。そういう危機感の中で、民族
文化復興の機運や先住民族の社会運動も起こってきた
のであろう。単なる過去への回帰ではなく、少数先住
民族自身の誇りと主体性と価値観をもった動きでなけ
ればならないし、それには多数漢民族の相互共存を前
提とした理解が欠かせないと考える。
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